




研究の背景および目的 

 近年,文明の進歩によって,幼児の生活環境は以前とは大きく変化しているが,それに伴

って都市幼児に疲れやすい,食欲不振,風邪をひきやすいなどの症状を訴えるものが増加し,

身体の形態発育の向上に比較して,体力の相対的低下がみられるとの指摘がなされている。

これらの現象は家庭における母親の養育態度と密接な関係にあることは否定できず,今後

の幼児期における健康増進など保健指導上重要な問題として考えられる。 

 過去 2年間の研究においては,幼児期の発達課題としての生活習慣,運動機能,健康度,遊

び,環境,事故災害などを指標として,都市幼児の健康と安全に関する行動形式における母

子相互作用についての検討を行った。その研究内容としては,①母子相互作用に関する文献

的研究,②健康・安全行動の形成における母子相互作用の実態調査,③健康・安全行動の形

成に関する一般的傾向に関する調査研究,④健康行動の形成に関する因子の多面的分析,⑤

健康行動の形成に幼児の年令が母親に及ぼす影響について,⑥健康・安全状態の優良及び不

良群に対する心理検責・母親面接法による分析,⑦安全行動に関する母親の態度について,7

課題の研究を行ったが,本年度は,「3 才児健康診査における指導内容と母子相互作用の関

係について」「健康安全行動場面での母子相互作用における幼児のセルフコントロール」の

2課題についての研究を行ったので報告をする。 


